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研究成果の概要（和文）：臨床研究では,心大血管手術後早期の患者において,加圧トレーニングを導入し,その
効果ならびに安全性に関する検討を実施し,その有用性ならびに安全性が確認された.さらに,高齢心不全患者に
おける和温療法は安全に施行でき,認知機能の改善および筋力維持に有用であることが明らかとなった.基礎研究
では,温熱刺激単回負荷により,AKT,mTOR,S6のリン酸化が負荷後コントロールと比較して有意に増加し,温熱刺激
を計7回負荷すると筋重量と筋線維径の増大を認めた.以上より,温熱刺激ならびに低酸素による物理的刺激を応
用したリハビリ法は,サルコペニア対策としての新規リハビリ法になると思われた.

研究成果の概要（英文）：KAATSU training was introduced to patients in the early postoperative period
 after cardiovascular surgery, and its effects and safety were investigated. Furthermore, Waon 
therapy could be safely administered to elderly patients with heart failure, and it has been 
clarified that it is useful for improving cognitive function and maintaining muscle strength. In a 
basic study, a single thermal stimulus increased intracellular Ca2+ in the gastrocnemius muscle, and
 the phosphorylation of AKT, mTOR, and S6 significantly increased compared to controls. In addition,
 when thermal stimulation was applied in vivo model, an increase in muscle weight and muscle fiber 
diameter was observed. Gene analysis by microarray also showed that genes related to extracellular 
matrix were decreased. From these results, these rehabilitation methods would be very useful as a 
countermeasure against sarcopenia, leading to enhancement of muscle strength and QOL improvement.

研究分野： Rehabilitation

キーワード： sarcopenia　muscle atrophy　rehabilitation　waon therapy　Kaatsu training　heat stress　hypox
ia
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研究成果の学術的意義や社会的意義
サルコペニアは, 患者のQOL, 生命予後に深く関与している. その対策として, 運動療法が推奨されている. し
かし, 近未来に訪れる高齢化, 急増が予測される心不全患者では,通常のリハビリ法が困難な場合も多くなるこ
とが予測され, その対策は急務である. 本研究は, 物理的刺激を応用した和温療法ならびに加圧トレーニング
が. サルコペニア患者の筋力増強, QOL改善につながる有用なリハビリ法になるという仮説を実証し, サルコペ
ニア対策としての新規リハビリ法を開発することを目的とした. これらの物理的刺激を応用したリハビリ法は, 
サルコペニア対策としての有用な新規リハビリ法になると思われた.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は, 温熱刺激ならびに低酸素による物理的刺激を応用したリハビリ法が, サルコペニア
患者の筋力増強, QOL 改善につながる, きわめて有用なリハビリ法になるという仮説を実証し, 

サルコペニア対策としての新規リハビリ法を開発することを主な目的とした. さらに, in vitro 

での細胞レベル, in vivo での実験的な筋萎縮モデルを用いて, 低酸素ならびに温熱刺激による物
理的刺激による骨格筋に対する筋肥大効果の分子的機序の解明を試みる. 本研究は, 今後訪れる
高齢社会において問題となる, きわめて重要なサルコペニア対策として, リハビリ分野をはじめ, 

多くの分野に貢献すると思われる. 

 

２．研究の目的 

サルコペニアは, 患者の QOL, 生命予後に深く関与している. その対策として, 運動療法が推
奨されている. しかし, 近未来に訪れる高齢化, さらに, 急増が予測される心不全患者では, 通
常のリハビリ法が困難な場合も多くなることが予測され, その対策は急務である. 温熱刺激は筋
蛋白分解を抑制するなど骨格筋の萎縮軽減, 筋肥大に有効な物理的刺激であるという報告は多
い. 一方, 血流制限下トレーニング（いわゆる加圧トレーニング）は, 低強度の負荷にて筋蛋白
合成を亢進し, 有効に筋肥大をきたす可能性がある. その機序としては, 骨格筋での低酸素環境
が関与している. 本研究は, 我々がこれまで研究してきた温熱刺激ならびに低酸素による物理的
刺激を応用したリハビリ法が, サルコペニア患者の筋力増強, QOL 改善につながる, きわめて有
用なリハビリ法になるという仮説を実証し, サルコペニア対策としての新規リハビリ法を開発
することを目的とした. 

 

３．研究の方法 

臨床研究では, 温熱刺激ならびに低酸素による物理的刺激を応用したリハビリ法が, サルコペ
ニア患者の筋力増強, QOL 改善につながる有用なリハビリ法になるという仮説を実証し, サルコ
ペニア対策としての新規リハビリ法の開発を目指す. 当院ハートセンターに入院中の患者に対
して, インフォームド・コンセントにより同意を得た者に対して, 握力, 歩行速度, 筋量からサ
ルコペニアの有無を評価する. サルコペニアは, 筋量低下とともに, 筋機能低下（握力 男性
26Kg 未満, 女性 18Kg 未満あるいは歩行速度 0.8m/s 以下）により診断する. サルコペニアと診
断された患者に対して, 臨床研究を実施する. （1）和温療法 (心不全に対する先進医療として認
可, 保険収載) （2) 血流制限下トレーニング（加圧トレーニング）血流制限下トレーニングでは, 

通常の低強度の負荷のみに比較し, 筋蛋白合成 mTOR 系の活性化をきたし, 一方, 温熱刺激では
筋蛋白分解系の抑制が報告されており, 両者の併用は, サルコペニア対策として, それぞれの単
独に比し, より有効なリハビリ法となる可能性もある. 血流制限の刺激条件は, 徐々に設定圧を
上げ, 負荷は, 1RM の 20-30%とする. 

基礎研究は, in vitro での細胞レベル, さらに, in vivo での実験的な筋萎縮モデルを用いて, 低酸
素ならびに温熱刺激による物理的刺激の骨格筋に対する筋肥大効果の分子的機序の解明を試み
る. ラットの実験的な in vivo 筋萎縮モデル（不活動モデルとしてマウスの神経を切除した除神
経モデル, 廃用モデル）を用いて, 2 つの物理的刺激 (温熱負荷及び血流制限による低酸素負荷)

の筋萎縮に対する有用性及び分子的機序につき検討する. さらに, 骨格筋 C2C12 細胞による低
酸素ならびに温熱刺激による筋肥大, 筋萎縮と関連するシグナル伝達系に及ぼす影響について
も検討する. 加圧トレーニングでは, 強い低酸素環境が引き起こされるが, 低酸素状態では, 多
くのストレスに応答する遺伝子の転写と翻訳が増加することが知られている. 

 

４．研究成果 

臨床研究 （1）心臓血管手術後の入院期間の延長に関する予測因子の検討: 心臓手術が予定され
ている 192 人の患者に対して, 術前, 術中および周術期の臨床データを評価して, 入院期間に影
響を与える要因を検討した. サルコペニアは, 心臓手術を受けた患者の術後入院期間の延長に関
連する最も重要な要因であった. サルコペニアの改善, 栄養状態の改善, および心肺バイパス時
間の短縮は, 心臓血管手術を受けたサルコペニア患者の入院期間を短縮すると思われた. （2） 

心血管疾患（cardiovascular disease: CVD）患者では, 低栄養が, 入院期間の長期化, 再入院, 死亡
率と関連することが知られている. 更に, 高齢者でよくみられるサルコペニアの合併も死亡のリ
スクを増加させ, 超高齢社会を迎えた現在では重要な健康問題となっている. CVD入院患者のサ
ルコペニア, 栄養障害, カヘキシア（悪液質）のマーカーとしての位相角 (Phase angle: PhA) の
臨床的有用性を検討した. サルコペニアは, 男性 31.6%, 女性 32.4%にみられた. PhA は, 身体的
機能及び SPPB スコアと正の相関を認めるとともに, CONUT スコア, Hb 及び Alb 値などの栄養
指標と強く関連していることが判明した. さらに, CVD 患者のサルコペニア, 栄養障害, カヘキ
シアのマーカーとしてきわめて有用であると考えられた. 

（3）心臓血管外科周術期リハビリテーションにおける加圧トレーニング (K) の臨床効果の検
討：K 群（8 例）は, 術後 200m 歩行安定後を目安に入院中から開始し, 退院後も週 2 回 3 ヶ月実



施し,  SMI, 大腿前面筋厚（MTH）ならびに身体機能を術前, 術後, 術後 3 ヶ月の時点で測定し
た. K を実施しない群を N 群（8 例）とした. SMI および MTH は, 術後 1-2 週間の測定で K 群も
N 群も術前に比較し有意に低下した.  SMI, MTH は, N 群は術直後, 術後 3 ヶ月の経過で有意な
増加を認めなかったが, K 群は術直後, 術後 3ヶ月の経過で有意な増強を認めた. K群の経過中に
循環動態の悪化はなく, 副作用も認めなかった. 身体的フレイルを呈した患者の K群 5人中 2人
は, 術後 3 ヶ月の筋力測定でサルコペニアからの脱却を認めた. 3 ヶ月間の加圧トレーニングに
より手術早期患者で検討し, その有用性ならびに安全性が確認された. 

 さらに, 加圧トレーニングでは, 血流制限による低酸素により速筋線維の動員を促し, 高強度
トレーニングと同様の筋肥大, 筋力増強が望めるとされている. そこで, 高齢心疾患患者の肘関
節屈曲運動において, 筋活動に及ぼす影響を検討した . 被験者は, 重症大動脈弁狭窄症にて
TAVI を施行した患者である. 高齢心疾患患者においても, 適切な加圧圧によるトレーニングは
筋活動を増大した． 

（4）和温療法の臨床研究：高齢心不全患者 33 例に和温療法 1 回/日, 計 10 回施行した. プロト

コールにおいて, 血圧低下やふらつき等の自覚症状や転倒等の有害事象は認めなかった. 血液検

査では, BDNF (脳神経成長由来因子)は有意な変化は認めなかったが, 血清 amyloid precursor 

protein と酸化ストレスの指標である dROM は, 和温療法前後で有意な改善が認められた. さら

に, 認知機能の指標として MMSE および MoCA-J を検討した. MMSE は有意ではなかったが,  

p=0.056 と改善傾向を認め,  MoCA-J は有意に点数が改善した. 筋力・身体機能については, 握

力, 大腿前面筋厚, 骨格筋量指数（SMI）, バーセルインデックスには有意な差は認めなかったが,  

左右膝伸展筋力, Short Physical Performance Battery (SPPB) は和温療法後で有意に増加・改善した.  

SF-36 では, 活力, 日常役割機能 (精神), 精神的側面のサマリースコアが有意に改善した. 高齢

心不全患者における和温療法は安全に施行でき, 認知機能の改善および筋力維持に有用である

ことが明らかとなった. 

 

基礎的研究（1）温熱刺激が骨格筋に及ぼす効果に関して, 培養マウス骨格筋芽細胞を用いて検

討した. C2C12 骨格筋芽細胞に, 42℃の温熱刺激を 37℃インキュベーター内で 24 時間培養後, 

リアルタイム PCR を用いて mRNA の発現変化を定量した（n=5）. 温熱刺激群では, 速筋のマ

ーカーである Myh1 (type 2x), Myh2 (type 2a), Myh4 (type 2b)と遅筋のマーカーである Myh7 (type 

1), Myl2, Myl3 はいずれも増加した. 速筋のマーカーである Myl1 は変化しなかった. さらに, 

温熱刺激は, Akt/mTOR/4E-BP1 および S6K1 を活性化して骨格筋分化マーカーである MEF2D, 

MRF4, Myf5, MyoD1 の蛋白の発現が増大することが明らかとなった. 次に DNA アレイを用いて

網羅的な mRNA の発現変化を検討した（n=4）. 温熱刺激により 38 遺伝子が 1.5 倍以上増大し, 

59 遺伝子が 2/3 以下に減少した. この中には, 12 種類の転写因子があり, 神経細胞の増殖や分化

に関与する転写因子も含まれていた. さらに, 質量分析計で網羅的に蛋白の発現変化を同様に検

討した. 同定できた 640 種類の蛋白のうち, 温熱刺激により 114 蛋白が 1.5 倍以上増大し, 143 

蛋白が 2/3 以下に減少した. DAVID を用いたバイオインフォマティックスでは, 細胞外のエク

ソゾームに関連する蛋白が温熱刺激に関連していた. このことは, 温熱刺激により骨格筋芽細胞

の分化が促進されることを意味し, その機序としてエクソゾームを介したパラクラインあるい

はオートクライン効果が示唆された. 

基礎研究（2）温熱刺激のラット骨格筋に及ぼす in vivo の検討:  Wistar 系雄性ラットの右後肢に

温熱刺激を 1 回 20 分与え, 細胞内 Ca2+濃度ならびに筋蛋白質合成系に及ぼす効果につき検討し

た. 温熱刺激単回負荷により腓腹筋の細胞内 Ca2+は上昇するとともに, AKT, mTOR, S6 のリン酸

化は負荷後コントロールと比較して有意に増加した．また, 温熱刺激による細胞内 Ca2+濃度の上

昇は, TRPV1 (transient receptor potential 1)を介することが明らかとなった. さらに, 温熱刺激を 1

回 20分 計 7回負荷すると筋重量と筋線維径の増大を認めた. マイクロアレイによる遺伝子解析

では, KEGG pathway の ECM-receptor interaction, focal adhesion などに関連する Col1a1, Col1a2な

どの遺伝子の発現が温熱刺激を与えた群では減少していた. 

 また, I 型糖尿病ラットでは, TRPV1 タンパク質の発現と機能が低下し, 熱ストレスによって誘
発される細胞内 Ca2+濃度上昇が抑制されていることが判明した. I 型糖尿病ラットでは温熱療法
による筋肥大効果が減弱している可能性がある. 

  さらに, 神経を切除した除神経モデルを用いて, 温熱刺激の効果につき検討した. Wistar 系

雄性ラットを用いて, 坐骨神経切除により廃用モデルを作成し, 実験開始 2 週間後にヒラメ筋を

採取し, 凍結切片を作成した. 除神経群の筋線維断面積は, 偽手術群に比べ, 有意に小さかった 

(p< 0.05). 温熱刺激 60 分負荷では減少傾向であった．また，S6 のリン酸化は対照脚と比較して

20 分及び 60 分で同様に増加し, Calpain 1 の活性化はいずれの群も認めなかった. 温熱刺激負荷

の時間経過による[Ca2+]i 動態の違いが骨格筋の温熱刺激に対する適応を変化させることが示唆

された．  

基礎研究（3）マウス除神経モデルを用いた骨格筋肥大を誘導する温熱処置条件の検討: C57BL/6J

マウスの右座骨神経を切除した DEN 群, 左座骨神経を切除せず皮膚を縫合した Sham 群を作成



した. 1 日 1 回の温熱刺激負荷 2 週間では Sham 肢において温熱刺激で有意に筋湿重量が増加し

た．一方, DEN 肢の筋湿重量は増加しなかった. さらに, このモデルで, 遺伝子の array 解析を行

った. 2倍以上増加した遺伝子は, 1040遺伝子, 0.5倍以下に低下した遺伝子は510個あった. KEGG 

pathway 検索では, FOXO シグナル経路, autophagy, 細胞の老化などの生物学的機能に関与する遺

伝子群の関与が明らかとなった. 今後, 骨格筋肥大を誘導する温熱処置条件につき, さらなる検

討が必要であると思われた. 
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 １．発表者名

 １．発表者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
家庭用携帯型心電図による在宅心臓リハビリテーションの可能性

Japanese Journal of Exercise Therapy and Prevention 57～62

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
片柳聡、石坂勇人、野澤直広、水嶋優太、山口すおみ、有川拓男、豊田茂、井上晃男 20
 １．著者名

10.3806/ijktr.15.5

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Optimal KAATSU pressure increases muscle activities during low-load exercise in an elderly
female frail patient receiving transcatheter aortic valve implantation.

Int J KAATSU Training Res 5～8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ishizaka H, Uematsu A, Takahashi R, Ogawa H, Shibasaki I, Sawaguchi T, Nasuno T, Toyoda S,
Yamaguchi S, Yasuda T, Sato Y, Fukuda H, Inoue T, Nakajima T
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 １．著者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第27回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第27回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第27回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第27回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小川博永、中島敏明、福田宏嗣、豊田茂、井上晃男

福田平、矢澤寛子、金田宇行、那須野尚久、豊田茂、阿部七郎、井上晃男、中島敏明

外山洋平, 片柳聡, 石坂勇人, 水嶋優太, 野澤直広, 松本和久, 西川佳織, 高橋玲子, 荒川智恵, 那須野尚久, 井上晃男, 中島敏明

廣瀬優、中島敏明、石坂勇人, 野澤直広, 片柳聡、矢澤寛子、矢澤寛子、金田宇行、春山亜希子、那須野尚久、柴崎郁子、豊田茂、福田
宏嗣、井上晃男

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

TAVI患者の術前栄養状態と退院後身体機能の関連性

心疾患患者におけるサルコペニア、栄養障害、カヘキシアの指標としてPhase Angleの有用性

 ４．発表年

心臓血管外科周術期リハビリテーションへの加圧トレーニングの臨床応用と筋肥大効果

女性健常高齢者における血清GDF-15濃度とeGFR, ヘモグロビン、サルコペニアとの関連についての検討

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会（招待講演）

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

野澤直広、片柳聡、石坂勇人、水嶋優太、松本和久、外山洋平、髙橋玲子、神戸貴大、西川佳織、植松梓、安田智洋、豊田茂、井上晃男、
荒川智江、中島敏明、美津島隆

 ３．学会等名

中島敏明

福田平、中島敏明、矢澤寛子、廣瀬優、戸倉通彰、那須野尚久、柴崎郁子、福田博嗣、阿部七郎、佐久間理吏、井上晃男、豊田茂

西川理壱、中島敏明、佐久間理吏、春山亜希子、天野裕久、小尾正太郎、有川拓郎、豊田茂、井上晃男

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

特別講演 骨格筋とリハビリテーション

心大血管疾患手術（TAVI，AVR）女性患者の血中GDF-15濃度と筋機能との関連について：健常高齢者との比較

ASO患者の和温療法の急性作用：静脈血血液ガスならびにMuse細胞動員に関する検討

大腿直筋筋輝度はサルコペニア心疾患患者の膝伸展筋力を規定する因子である

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第17回日本加圧トレーニング学会学術集会

第86回日本循環器学会学術集会

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会

第6回日本心臓リハビリテーション学会 関東甲信越支部地方会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

外山洋平, 石坂勇人, 水嶋優太, 野澤直広、松本和久、神戸貴大、西川佳織、髙橋 玲子、荒川智江、那須野尚久、戸倉通彰、豊田茂、中
島敏明

石坂勇人,水嶋優太,植松梓、山口すおみ、八木博、中島敏明

中島敏明

Toshiaki Nakajima, Akiko Haruyama, Suguru Hirose, Hiroko Yazawa, Taira Fukuda, Hirohisa Amano, Shu Inami, Syotaro Obi, Takuo
Arikawa, Ikuko Shibasaki, Masashi Sakuma, Shichiro Abe, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue, Shigeru Toyoda

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

TAVI患者の術前のPhase Angleと術前及び退院後身体機能の関連性について

健常若年者に対する加圧レッグエクステンション運動中の呼吸循環動態

携帯型加圧デバイスC3のリハビリテーションへの応用

Left Atrial Reservoir Strain is an Early Marker of Atrial Fibrosis in Cardiovascular Surgery.

 ３．学会等名



2022年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第86回日本循環器学会学術集会

The American Heart Association（国際学会）

The American Heart Association（国際学会）

The American Heart Association（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hirose S, Nakajima T, Nozawa N, Katayanagi S, Ishizaka H, Mizushima Y, Matsumoto K,  Nishikawa K, Toyama Y, Takahashi T,
Arakawa T, Yasuda T,Haruyama A, Yazawa H, Yamaguchi S, Toyoda S, Shibasaki I, Mizushima T, Fukuda H, Inoue T

Hiragana Ogawa, Ikuko Shibasaki, Shigeru Toyoda, Azusa Uematsu, Tomohiro Yasuda, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue, Toshiaki
Nakajima

Riichi Nishikawa, Toshiaki Nakajima, Taira Fukuda, Akiko Haruyama, Ikuko Shibasaki, Takuo Arikawa, Syotaro Obi, Hirohisa
Amano, Masashi Sakuma, Shichiro Abe, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue, Shigeru Toyoda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Phase Angle as an Indicator of Sarcopenia, Malnutrition, and Cachexia in Inpatients with Cardiovascular Diseases

Effects of Low-intensity Resistance Exercise under KAATSU condition on Skeletal Muscle Size and its Safety in Cardiovascular
Surgery Patients

Association of Serum Adiponectin, Myostatin and Sarcopenia in Cardiovascular Surgery Patients

Association between Left Atrial Global Peak Longitudinal Strain and TGFβ1 in Cardiovascular Surgery Patients

 １．発表者名

 １．発表者名
Hiroko Yazawa, Toshiaki Nakajima, Akiko Haruyama, Suguru Hirose, Hironaga Ogawa, Syotaro Obi, Hiroyuki Kaneda, Shu Inami,
Ikuko Shibasaki, Takuo Arikawa, Masashi Sakuma, Shigeru Toyoda, Shichiro Abe, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名
第84回日本循環器学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The American Heart Association（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Gaku Oguri, Toshiaki Nakajima, Seitaro Nomura, Takafumi Nakajima, Hironobu Kikuchi, Syotaro Obi, Teruo Inoue, Issei Komuro

Taira Fukuda, Shigeru Toyoda, Shichiro Abe, Teruo Inoue, Toshiaki Nakajima

中島 敏明, 柴崎 郁子, 小尾 正太郎, 豊田 茂, 福田 宏嗣, 井上 晃男

廣瀬 優, 中島 敏明, 春山 亜希子, 小尾 正太郎, 柴崎 郁子, 豊田 茂, 福田 宏嗣, 井上 晃男

 ３．学会等名

The American Heart Association（国際学会）

第84回日本循環器学会学術集会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Involvement of chloride channel (Clic) in myocardial fibrosis of pressure-overload model mice and dilated cardiomyopathy
patients

Association of Serum Growth Differentiation Factor-15 With Egfr, Hemoglobin and Sarcopenia in Healthy Community-dwelling
Older Females.

Involvement of Growth Differentiation Factor-15 (GDF-15) on Muscle Atrophy in Patients with Cardiovascular Diseases

Left Atrial Longitudinal Strain is Associated with Atrial Fibrosis and microRNA-21 Expression in Cardiovascular Surgery
Patients

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第84回日本循環器学会学術集会

第84回日本循環器学会学術集会

第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

豊田 茂, 床井 聖子, 竹川 英宏, 松本 久枝, 伊波 秀, 佐久間 理吏, 有川 拓男, 阿部 七郎, 中島 敏明, 井上 晃男

小尾 正太郎, 井上 晃男, 中島 敏明

金田 宇行, 福田 平, 松本 晃裕, 廣瀬 優, 柴崎 郁子, 小尾 正太郎, 豊田 茂, 山口 すおみ, 天野 裕久, 有川 拓男, 八木 博, 阿部 七
郎, 福田 宏嗣, 井上 晃男, 中島 敏明

小尾 正太郎, 井上 晃男, 中島 敏明

第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Relationship between Brachial Flow-mediated Dilation and Carotid Intima-media Thickness in Patients with Coronary Artery
Disease

Trpv1 Senses Hyperthermia Following Differentiation in Myoblast Cells

女性健常高齢者および心疾患患者における血清GDF-15濃度とサルコペニアとの関連についての検討

骨格筋芽細胞はHSP70を介して蛋白合成系を増大する.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

第39回日本臨床運動療法学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

石坂 勇人, 水嶋 優太, 野澤 直広, 片柳 聡, 松本 和久, 高橋 玲子, 荒川 智江, 半井 美幸, 岡野 美貴子, 山口 すおみ, 豊田 茂, 金
田 宇行, 福田 平, 松本 晃裕, 井上 晃男, 中島 敏明

中島敏明

水嶋 優太, 石坂 勇人, 植松 梓, 金田 宇行, 井上 晃男, 中島 敏明

外山 洋平, 片柳 聡, 石坂 勇人, 水嶋 優太, 野澤 直広, 松本 和久, 西川 佳織, 高橋 玲子, 荒川 智恵, 那須野 尚久, 井上 晃男, 中
島 敏明

第26回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

インピーダンス式非侵襲心拍出量計による和温療法中の心拍出量の即時的変化

心リハにおける加圧トレーニングの応用

下肢近位部加圧下でエルゴメータを行う際の至適運動強度と循環動態の検討

TAVI術後患者の退院後サルコペニアを予測する因子

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第16回日本加圧トレーニング学会・日本加圧医療学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本臨床生理学会総会

矢澤寛子、福田平、金田宇行、春山亜希子、松本晃裕、廣瀬優、豊田茂、井上晃男、中島敏明

廣瀬優、中島敏明、矢澤寛子、春山亜希子、豊田茂、井上晃男

北原慶次郎、佐久間理吏、床井聖子、豊田茂、阿部七郎、中島敏明、井上晃男

中島敏明

第57回日本臨床生理学会総会

第５回日本血管不全学会学術集会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

女性健常高齢者および心疾患患者の血清GDF-15濃度とサルコペニアとの関連について

Phase Angleは心疾患患者におけるサルコペニア、栄養障害、カヘキシアの指標となりえる

血管不全学会の新定義に基づいた虚血性心疾患とFlow mediated dilation 1(FMD)値、reactive hyperemia index (RHI)値の臨床的関連性
の検討

加圧トレーニングと健康寿命

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第16回日本加圧トレーニング学会・日本加圧医療学会学術集会

第16回日本加圧トレーニング学会・日本加圧医療学会学術集会

第16回日本加圧トレーニング学会・日本加圧医療学会学術集会

小川博永、柴崎郁子、福田宏嗣、中島敏明、佐藤義昭

水嶋優太、石坂勇人、植松梓、安田智洋、佐藤義昭、井上晃男、中島敏明

宮内拓史、堤博美、高尾奈那、坂田和房、中島敏明、佐藤義昭、木村穣

Syotaro Obi, Teruo Inoue, Toshiaki Nakajima

The American Heart Association（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

心臓血管外科手術後患者への加圧トレーニングの応用とその実用性

低負荷自転車エルゴメータ運動時の大腿直筋の筋活動は加圧により亢進する

生活習慣病患者に対する加圧サイクル運動療法の検討

Trpv1 Responses to Heat and Induces Myogenic Differentiation

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The American Heart Association（国際学会）

The American Heart Association（国際学会）

The American Heart Association（国際学会）

 ３．学会等名

Toshiaki Nakajima, Hironaga Ogawa, Tatsuya Sawaguchi, Syotarou Obi, Shibasaki Ikuko, Yuusuke Takei, Satoshi Sakuma, Shigeru
Toyoda, Masao Nishimura, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue

Suguru Hirose, Toshiaki Nakajima, Akiko Haruyama, Hiroyuki Kaneda, Syotarou Obi, Takahisa Nasuno, Shu Inami, Ikuko
Shibasaki, Takuo Arikawa, Satoshi Sakuma, Shigeru Toyoda, Msao Nishimura, Hirotsugu Fukuda, Shichirou Abe, Teruo Inoue

Takafumi Naakjima, Toshiaki Nakajima, Hironaga Ogawa, Yuusuke Takei, Ikuko Shibasaki, Shotaro Obi, Satoshi Sakuma, Shigeru
Toyoda, Masao Nishimura, Shichirou Abe, Hirotsugu Fukuda, Teruo Inoue

Takuo Arikawa, Toshiaki Nakajima, Akiko Haruyama, Hiroyuki Kaneda, Shigeru Toyoda, Masao Nishimura, sutsumi Takeshi, Taishi
Matsui, Akio Nakata, Teruo Inoue

The American Heart Association（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Growth Differentiation Factor-15 (GDF-15) is Involved in Muscle Atrophy of Patients With Cardiovascular Diseases

Left Atrial Strain is Associated With Atrial Fibrosis and MicroRNA-21 Expression in Cardiovascular Surgery Patients

Physiological Roles of Serum Acylcarnitine Level and Acylcarnitine/free Carnitine Ratio in Patients With Cardiovascular
Diseases.

Clinical Usefulness of New R-R Interval Analysis Using Heart Rate Sensor WHS-1 to Identify Sleep Apnea Syndrome (SAS)

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第25回日本心臓リハビリテーション学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第13回栃木県心血管リハビリテーション研究会

松本和久、荒川智江、髙橋玲子、野澤直広、水嶋優太、片柳聡、石坂勇人、西川佳織、外山洋平、豊田茂、井上晃男、山口すおみ、中島敏
明

中島敏明、小尾正太郎、柴崎郁子、豊田茂、山口すおみ、福田宏嗣、石光俊彦、井上晃男

金田宇行、中島敏明、柴崎郁子、豊田茂、福田宏嗣、井上晃男
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